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抄録：	本論文は、2023 年度の第１学年 68 期生を担当した 3 人の英語教員による年間の実践記録である。書籍や研究会

などから学んだ理論をもとに、育てたい生徒像を共有しながら年間指導計画を策定した。年間を通した指導には、

発音の重視、心を揺さぶる教材の開発、個々の表現意欲の尊重、そして生徒・教員・家族間の対話の重視などが

含まれる。毎週月曜日には打ち合わせの時間を設定し、情報やアイデアを共有しながら実践を進めていった。未

来の生徒像を想像しながら、知識の転用ができるスキルは何かを考えながら授業立案を行った。

キーワード：	英語教育、パフォーマンス評価、OECD	Education	2030

ホンモノが生み出す学びの可能性
－生徒の人生をより豊かに－
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１．はじめに

	 今年度は、研究部で設定された推進日に京都大学

大学院西岡加名恵先生に講演をいただき、パフォー

マンス課題の作り方、ルーブリックの作り方につい

てのワークショップを予定していた。そのため、３

月より書籍を通して、学びをスタートさせた。３月

はじめに「逆向き設計」論に基づき年間指導計画、

カリキュラム全体設計を行った。その計画の中で、

「本質的な問い」が学問の中核に位置する問いであ

り、生活との関連から学ぶ意義が見えてくる問いで

ある（西岡 2021）ことを確認した。それに基づき、

３月より計画を立て、１年目の試みとして逆向き設

計を実施した。

	 昨今、教育課程の基準は、教育内容（コンテン

ツ）から到達目標（コンピテンシー）とその学びの

過程や指導方法への基準に重きを置くようになって

いる。本校の研究主題にある「コンピテンシーを軸

にした」という目標に従い、コンテンツに関して

は、従来通り何を生徒に与えたいかという教え手の

思いも大事にしながら、コンピテンシーを軸にした

授業設計を行った。

表１　文部科学省外国語編　英語科の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見

方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことの言語活動及

びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通

して、情報や考えなどを的確に理解したり適

切に表現したり伝え合ったりするコミュニ

ケーションを図る資質・能力を育成すること

を目指す

	 学習指導要領には「学ぶことの意味と自分の生

活、人生や社会、世界のあり方を主体的に結びつけ

る学びが実現され、学校で学ぶ内容が生きて働く力

として育まれること」とある。生徒たちが、高校時

代に身につけた知識・技能を使い、人生を豊かに過

ごすために必要な広い教養を身につけ、周りの人と

の関わりの中で幸せに生きるために必要なコンピテ

ンシーを身につけて欲しいとの願いで指導計画を立

てた。本稿は、その実践の記録である。

２．年間授業の流れ

	 以下がそのポイントである。

①発音について重点を置く活動を取り入れる

今年度入学してくる１年生（高 68 期）は、中学

３年間がコロナ禍にあり、発音についての学習が

例年より少なかったことを鑑み、発話の楽しさを

味わうために実施する

②生徒たちの心を揺さぶる教材を選定し、家庭と学

校を結ぶ取り組みを行う

心がワクワクする人生を送るために必要な感受性

を身につける

③個々の個性を大事にした表現活動を導入する

一人一人の魅力を最大限に発揮する

④４技能５領域を意識し、教科で作成したCAN-DO	

LISTを意識しつつ、生徒同士、生徒と教員、また

生徒と家庭の対話を重視した授業展開を考える

人との関わりの中で生きている実感を持つ

2-1. 学校文化について（背景）

	 学校文化は、学校で長期間共有された意味や価値

観、行動様式などの束である（田村 2022）。各学年

の構成員に“共通感情”としてある「物の見方」や
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「考え方」のことである。この場合の構成員という

学年団や教科担当者のことであるが、本校では生徒

がこの学校文化の継承に大いに活躍している学校だ

と言える。

	 英語科としては、感性をいかに揺さぶり、卒業後

も心に残る教材や取り組みを行うかを重視した。勉

強は場所を選ばず一人でもできるとすれば、学校で

学ぶ意味はどこにあるのだろうか。本校は、議論を

大切にし、苦手分野よりむしろ得意分野をさらに掘

り下げ、苦手分野に関してはそれが得意な人を頼れ

ばいいというような学校文化がある。教員集団も苦

手克服をということは言わず、好きなことは好きな

だけ追求しろという。

2-2．年間の流れとその準備

表２　３月作成年間計画

　１学期には教室内での学びを準備段階と位置付け

た。自らが計画したことを実際に実行する企画が

「大阪観考」である。文字に現れるように「自分の

目で観る」そして「考える」ことを目指した。また、

２学期は、クリスマスに向けて、『心がワクワク』

しながら共に学ぶ時間を共有できる企画として英語

科を中心に音楽、家庭科との横断学習を取り入れ、

表現することを中心に行った。学校の授業では、創

造的思考力を育成すること、学習したことを経験と

し、それを転用できる能力を育むことをめざした。

３．授業開き

	 高校Ⅰ年生英語科は英語コミュニケーション（EC

Ⅰ）３単位、論理表現Ⅰ（LEⅠ）２単位の合計５単

位である。今年度は、英語コミュニケーションを山

井が担当し、論理表現Ⅰの２単位を乾と加藤・レク

セイのTTで１単位ずつ担当した。

図１　授業開き資料

図２　学びのミライ図

	 ４月の初めの授業で学年全員を大学棟西館ホール

に集め、授業開き資料Start	 a	 Journey（図１）を

使用して、担当者、評価方法、計画を伝えた。特

に、高校生活をJourneyとし、大きな海、大きな空

で何にも囚われず、自由に航海をし、飛びたって
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理表現Ⅰの２単位を乾と加藤・レクセイの TTで１単位
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４月の初めの授業で学年全員を大学棟西館ホールに

集め、授業開き資料 Start a Journey（図２）を使用し

て、担当者、評価方法、計画を伝えた。特に、高校生活

を Journey とし、大きな海、大きな空で何にも囚われ

ず、自由に航海をし、飛びたっていって欲しいという担

当者の願いを強調して伝えた。英語表現でのクラス名

は、１コマを Ocean、１コマを Sky と名付けることを

伝えた。これは、「真正の学びで月国からの学び超えと

社会への飛び出しを促す」（石井 2023）を意識し、名付

けたものである。 

その後、学びのミライ地図（図３）を PPTで示し、そ

れぞれが持参した PC で１年後の自分の姿を作成し、

Google Classroom で投稿させた。これにより、１年間

の目標を可視化させた。 

 授業づくりのフレーム（図４）にあるように、理想の

授業像を中心とし、まずは生徒と共に目標・ゴールを共

有し、生徒たちが目指す像を確認したのちに、教材を検

討し、計画を立てた。また、授業の流れも確認すること

ができた。コロナ禍で頻繁に活用するようになった ICT

機器の使用時期、タイミングについても効果的な使用

法について計画することができた。評価については、今

年度からは「知識・技能、思考力・判断力、主体性」をどのように

評価していくのか生徒に詳細を伝えた。 

 

4. 洋楽 〜英語・音楽の教科横断授業〜 

昨今の英語授業では、生徒も教員も授業内で英語を発する時間が

格段に増えた。ペアやグループでの英語での活発な対話を促進する

には、互いに聴き合う関係性を育てるクラスの温かい雰囲気が鍵と

なる。それと同時に、自由な発話時において生徒は発音までなかな

か意識が回らないことも少なくない。以上を背景に、今年度は学年

教科担当３人で相談し、年間を通して５曲の洋楽を授業冒頭に帯活動として歌うことにした。積極的な

発話への動機づけや発音力向上が目的である。   
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図４　歌詞の配布資料

高校１年生に身につけさせたい力の１つが発音である。昨年度の３月に担当者３人で発音教材のサン

プルを取り寄せ、発音時の口の中の構造が分かりやすく図解された『三訂版英語の発音ノート』（数研出

版）を採択することにした。この教材の各ページに付属する QRコードを携帯で読み取らせることで、生

徒はモデル音声を聴いて実際に発音を録音し、その評価を確認することができる。１、２学期にかけて英

語コミュニケーションと論理表現の両方の授業の冒頭で発音を学び、練習する時間を確保した。帯活動

として洋楽を歌い、そこに教材を用いた発音練習を並行させたわけである。 

曲選定にあたり、音楽科との協同ができないかという点も視野に入れた。音楽科ではミュージカル

『Rent』の劇中歌である Seasons of Loveを歌わせたいと考えており、英語科としても最初の１曲はこ

れを歌わせることに決定した。発音は英語科で確認し、音楽科に歌の指導をしてもらうという手はずで

ある。こうして音楽選択の生徒たちにとって教科横断という形になった。その他の選曲では、生徒の好き

そうなメロディ、メッセージ性などを念頭に季節柄も考慮に入れ、担当者３人で出したアイデアを絞り

込んで決定した（図５）。同時に、歌詞の配布資料も春の時点で分担して作成しておいた（図６）。 

 

     

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 曲名 

４月５月 Seasons of Love 

６月 Bad Day 

９月 10月 One Thing 

11月 Happy Xmas (War Is Over) 

１月２月 The Gift 

図 5 年間の流れ 

図 6 歌詞の配布資料 

時期 曲名

４月５月 Seasons	of	Love

６月 Bad	Day

９月 10 月 One	Thing

11 月 Happy	Xmas	(War	Is	Over)

１月２月 The	Gift

表３　年間の流れ
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ある。昨年度の３月に担当者３人で発音教材のサン

プルを取り寄せ、発音時の口の中の構造が分かりや

すく図解された『三訂版英語の発音ノート』（数研

出版）を採択することにした。この教材の各ページ

に付属するQRコードを携帯で読み取らせることで、

生徒はモデル音声を聴いて実際に発音を録音し、そ

の評価を確認することができる。１、２学期にかけ

て英語コミュニケーションと論理表現の両方の授業

の冒頭で発音を学び、練習する時間を確保した。帯

活動として洋楽を歌い、そこに教材を用いた発音練

習を並行させたわけである。

	 曲選定にあたり、音楽科との協同ができないかと

いう点も視野に入れた。音楽科ではミュージカル

『Rent』の劇中歌であるSeasons	of	Loveを歌わせた

いと考えており、英語科としても最初の１曲はこれ

を歌わせることに決定した。発音は英語科で確認

し、音楽科に歌の指導をしてもらうという手はずで

ある。こうして音楽選択の生徒たちにとって教科横

断という形になった。その他の選曲では、生徒の好

きそうなメロディ、メッセージ性などを念頭に季節

柄も考慮に入れ、担当者３人で出したアイデアを絞

り込んで決定した（表３）。同時に、歌詞の配布資

料も春の時点で分担して作成しておいた（図４）。

５．大阪観考

	 生徒が国際交流に参加することを動機づけるこ

と、そして、身近な地域により親しみをもち、観光

名所を自分で考え英語で説明できるようになること

を目的に大阪観考という探究型学習を 1学期に実施

した。大阪環状線の内側でフィールドワークを行い、

そこで見つけた観光名所をガイドブックの 1ページ

としてまとめ、プレゼンテーションを行うという企

画である。学習企画の名前に「観光」でなく「観

考」を用いた理由は、ガイドブックやインターネッ

トで見つけることができるありふれた観光スポット

の紹介をするのではなく、生徒が自らで大阪の地を

歩き、見て感じて、聞いたものを、歴史や地理、文

学などの観点からも掘り下げ、知的な面白さがあふ

れるinterestingかつuniqueさを大切にしてほしい

と考えたからである。生徒にもこの理念を伝えたう

えで学習に取り組ませた。

	 大阪観考は以下の 5ステップに分けて実施された。

　ステップ①：Introduction, Brainstorming（５月 15日）

	 前述の理念とともに、目的、これからの流れ

(Procedure)を説明（図５）、Brainstorming（図６）

を行わせた。今後のフィールドワークに向けて焦点

を絞れているかに注目しながら、コメントを書いて

フィードバックを行い、必要に応じて修正を促した。

図５　配付プリント№１ 図６　配付プリント№２
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図７　配付プリント№３ 図８　配付プリント№４

図９　配付プリント№５
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　ステップ②：Grouping（５月 23 日）

	 ステップ①の結果から、４つの地域に生徒の

フィールドワークが収束することが分かった。こ

の日はクラスの枠をなくし、学年全員を小講堂に

集め、各地域で生徒が互いに学び教えあいながら

フィールドワークを行えるよう、4人 1班を作らせ、

行動計画書（図７）を提出させた。

　ステップ③：Fieldwork（５月 25 日）

	 5 月 25 日の 5,6 限でフィールドワークを行った。

学校でスタンプをもらってから班で出発する。最後

は各地域のチェックポイントで待機している教員か

らスタンプをもらい授業としての活動は終了する。

　ステップ④：Make Your Travel Guide（宿題）

	 Microsoft	PowerPointを用いてTravel	Guideを作

成させ、Google	 Classroomを通じてPDFで提出する

ように指示（図８）した。

　ステップ⑤：Presentation（７月の1学期考査終了後)

	 7 月の 1 学期考査が終了した後の授業で、各クラ

スの全生徒にTravel	 Guideについてプレゼンテー

ション（図９）をさせた。このプレゼンテーショ

ンはSemi-Finalとなっており、後述するFinalに出

場する生徒を決める役割も担っている。Content、

Presentation	skills,Pronunciation/Intonationの

観点からⅠ年英語科担当教員で評価を行い、各クラ

スから 5名、計 20 名を選出した。

	 Finalはホール型の教室で行い、大阪教育大学教

授 2名と日本に留学中の大学生 1名、第 3学年担当

英語科教員 1名の計 4名が審査員として参加した。

６．クリスマス企画「ツリー」作製、「クッキー」

作成 〜英語・音楽・家庭科の教科横断授業〜

	 どんな学びも社会に繋がっている。そして、生徒

の学びを表現する方法は多々ある。課題として、表

現力を育成する場面を増やしたい、そのような願い

から教科横断的な授業を立案した。

	 事前活動として、考査前に英語の作製手順をス

テップごとに並べ替えるカードゲーム（図 11）に

取り組ませた。生徒たちはキーワードや写真との照

合をヒントにしながら正しい順序を導き出していっ

た（図 12）。その後、作製手順書（図 13）を読解さ

せた。英語科としては、生徒たちに裁縫に関する語

彙を獲得させることが鍵となる。実際に使用した

カードは最後に参考資料として掲載した。

6-1．実習「クリスマスツリー」

実施日：１２月１１日（月）〜１４日（木）

　　　　１日１クラス　２コマ連続

対象：高１生　１５９名

場所：自教室、被服室、調理室

	 イギリスの生地リバティーファブリックと日本製

の生地の違いを肌で感じ、周囲にどのような違いが

あり、それは何故なのかという仮説を立てながら対

する時間を確保した。京都大学石井英真先生の「授

業で最低限押さえるべき本質的な目標を具体的に絞

り込むことは、ドラマ的な授業展開の条件である追

求過程の焦点化・簡略化にもつながり、シンプルで

ストーリー性をもった創造的な授業を見通しを持っ
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て進める基盤となる」によるものだ。リバティー

ファブリックは糸が細く、滑らかな表面である。そ

れに対して日本製の記事は頑丈で分厚く、ミシンで

縫いやすい。それらの生徒の感覚や感想からこの作

製を始めた。ツリー作製の創造を膨らませるため、

10 種の生地（日本製３種を含む）から生徒に選択

させた。

	 その選択の際の項目は以下の通りである。

1.	誰のために作製するのか

2.	どこに置くのか

3.	どのような装飾をつけるのか

	 上記３項目に加え、作製した感想を年末までに１

分間スピーチとして動画を提出する。常に生徒は教

師の想像を超えた作品を提出してくる。動画に背景

音楽をつけ、文字までついている。本物のコマー

シャルのような動画を提出してきた。また、装飾や

置く場所に個性が光る。学校の授業では見えない一

面がその動画を通して教師が知る機会となった。評

価については以下のルーブリックで行った。

図 13　ツリー作製手順書

6-1. 実習「クリスマスツリー」 
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図 15　ツリー完成例
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ルーブリックに関して以下のように定め、評価した。 

Pronunciation: 

Level 3 (Excellent): 

Pronunciation is clear and easily understood throughout the video. 

Consistent and accurate pronunciation, even with complex terms. 

Level 2 (Good): 

Pronunciation is generally clear, with occasional minor errors. 

Demonstrates an effort to maintain clarity in pronunciation. 

Level 1 (Needs Improvement): 

Pronunciation significantly affects understanding. 

Limited use of correct pronunciation, hindering overall clarity. 

Expression: 

Level 3 (Excellent): 

Expresses ideas with enthusiasm and creativity. 

Engages the viewer with a captivating and articulate presentation. 

Level 2 (Good): 

Expresses ideas clearly with enthusiasm, with occasional minor inconsistencies. 

Demonstrates a good connection between fabric choices, design, and intended placement. 

Level 1 (Needs Improvement): 

Expresses ideas with difficulty, and enthusiasm is lacking. 

Struggles to convey the rationale behind fabric choices, design, and intended placement. 

Vocabulary: 

Level 3 (Excellent): 

Selects words appropriately to convey nuanced meanings related to the fabric choices, design, and placement. 

図 17 ツリー完成例 図 16 取り組む様子 
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	 ルーブリックに関して以下のように定め、評価した。

Pronunciation:
Level 3 (Excellent):
Pronunciation is clear and easily understood 
throughout the video.
Consistent and accurate pronunciation, even with 
complex terms.
Level 2 (Good):
Pronunciation is generally clear, with occasional 
minor errors.
Demonstrates an effort to maintain clarity in 
pronunciation.
Level 1 (Needs Improvement):
Pronunciation significantly affects understanding.
Limited use of correct pronunciation, hindering 
overall clarity.
Expression:
Level 3 (Excellent):
Expresses ideas with enthusiasm and creativity.
Engages the viewer with a captivating and articulate 
presentation.
Level 2 (Good):
Expresses ideas clearly with enthusiasm, with 
occasional minor inconsistencies.
Demonstrates a good connection between fabric 
choices, design, and intended placement.
Level 1 (Needs Improvement):
Expresses ideas with difficulty, and enthusiasm is 
lacking.
Struggles to convey the rationale behind fabric 
choices, design, and intended placement.
Vocabulary:

Level 3 (Excellent):
Selects words appropriately to convey nuanced 
meanings related to the fabric choices, design, and 
placement.
Demonstrates a high level of language proficiency 
in the context of the task.
Level 2 (Good):
Uses a good range of vocabulary with occasional 
minor errors.
Conveys ideas effectively, though there may be 
occasional word choice issues.
Level 1 (Needs Improvement):
Limited vocabulary affects the ability to express 
ideas.
Demonstrates a lack of depth in word choice, 
particularly related to the task.

6-2．実習「クッキー」

	 ツリーと同じように実際に手を動かし、クラス

メイトと協力しながらクッキー作りに取り組んだ

（図 16）。学校で用意していた型抜きに加えて、家

庭から型抜きを持参したり、型抜きを使わずに手で

成型したりするなど工夫してクッキーを作る生徒

もいた。調理手順を

読み込むことは、効

率よく正確に作業を

進めるためには欠か

せない。よく読み込

まずに作業をし、時

間がかかる班もあっ

た。事後学習として、

ツリーの時のような

図 18　クッキーの作り方（英語版）
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Demonstrates a lack of depth in word choice, particularly related to the task. 
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てクッキーを作る生徒もいた。調理手順を読み込むことは、効率

よく正確に作業を進めるためには欠かせない。よく読み込まずに

作業をし、時間がかかる班もあった。事後学習として、ツリーの

時のようなカードゲームを用いてクッキーの作り方を英語で完

成させる活動を行った。初めに、図１９のプリントを用いて、語

彙と絵の対応から意味を学んだ。その後英語で作り方が書かれたカードと写真カードを組み合わせ、作

成手順を完成させた。作成手順を完成させて手が空いた班は、手順を班で一文一文初めから最後まで丁

寧に音読するように指示した。これは実習時に説明を読み込むことの大切さに気付いたことからの工夫

である。授業後に、生徒の振り返りのためにクッキーの作り方が英語で書かれたプリントを配布した。

（図 20） 
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カードゲームを用いてクッキーの作り方を英語で完

成させる活動を行った。初めに、プリント（図 17）

を用いて、語彙と絵の対応から意味を学んだ。その

後英語で作り方が書かれたカードと写真カードを組

み合わせ、作成手順を完成させた。作成手順を完成

させて手が空いた班は、手順を班で一文一文初めか

ら最後まで丁寧に音読するように指示した。これは

実習時に説明を読み込むことの大切さに気付いたこ

とからの工夫である。授業後に、生徒の振り返りの

ためにクッキーの作り方が英語で書かれたプリント

（図 18）を配布した。

７．考察

7-1．クリスマス企画「ツリー」作製、「クッキー」

作成 〜英語・音楽・家庭科の教科横断授業〜

	〈教師の気づき〉

	 生徒たちに生活と密接に関わることを教える必要

性を感じた

１．家庭科の授業は高等学校カリキュラムでは高

Ⅱで実施である

２．生徒たちがミシンを使用するのは小学校ぶり

であり、中学校では使用していなかったこと

３．まち針の留め方

４．生地の裁断の際に、いかに有効的に生地を余

らせることができるかに時間をかけるべきだっ

た〈生徒の感想より〉

7-2．洋楽のアンケート分析

	 生徒たちは授業の冒頭で洋楽を歌ったことについ

てどのように受け止めていたのかを知るため、１月

にアンケートを実施した。結果（図 19）を以下に

示す。

図 19　洋楽についてのアンケート結果
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	 質問１によって、約３割の生徒がこれまで洋楽を

聴いてこなかったことが判明した。もし授業で扱っ

たことがきっかけとなり、生徒にとっての新たな扉

を開けたのであれば非常に嬉しいことである。実際

に質問４－１や質問５の項目からも分かる通り、１

年間を通して約９割の生徒が洋楽を聴くことについ

て肯定的な考えを持ってくれた。質問２では扱った

中で良かった曲とその理由について尋ねたところ、

生徒たちはリズム感がよくテンポやメロディが心地

よいものを好む傾向があることが分かった。半数近

くの生徒がOne	DirectionのOne	Thingを選択してお

り、その理由にメロディが美しいこと、曲調が明る

いこと、テンポが速いことなどを理由に盛り上がれ

るといった要素を挙げていた。３割以上が選択し

たBad	 Dayではリズムが聞き取りやすいこと、メロ

ディが親しみやすいことなどが書かれていた。質問

４－２でも、生徒にとって歌詞よりメロディの方が

曲に対する好感度に大きな影響を持っていることを

示している。

	 教科書に出てくる生徒向けの教材とは異なり、洋

楽の歌詞を扱うことはオーセンティックな英語に触

れる良い機会である。しかし、質問３における語彙

表現、特に文法の項目は他と比べて低い結果となっ

た。もちろん授業内で一部の歌詞の意味に触れるこ

とはあったが、時間の制約もあり歌詞の表現形式に

ついて授業内での学習に大いに活用できたとは言い

難い。生徒の記述回答でも全体的には肯定的なもの

が多い中、この点について鋭く指摘したものも含ま

れていたので最後に掲載している。これについては、

洋楽の扱い方をさらに一歩前に進めていくために貴

重な意見であるので今後の課題としたい。

	 最後に、「授業で洋楽を歌ったことに関する全体

的な感想を記述してください。」という質問項目を

用意した。生徒の記述では、全体的に英語授業や学

習そのものに対して前向きな動機づけとなる点に触

れた記述が目立った。これらをワードクラウド（図

20）で表したところ、次のようにポジティブな言葉

が多く見られ、洋楽を歌うことで楽しみながら学ん

でいたことが読み取れる。

	 また生徒の回答の一部を抜粋して原文のまま掲載

する。

	・	今まで興味なかった洋楽との距離が縮まった気が

した。

	・	英語にアクセントができた

	・	今まで洋楽は難しそう、何を言っているのか分か

らないという理由で聞くことがなかったのです

が、いざ歌ってみるといい曲ばかりで、難しい言

葉もそれほど使われていなかったので、私が想像

していたよりも歌いやすく、洋楽の良さを知るこ

とが出来ました。授業で歌うようになってからは

色々な洋楽を聞いたりするようになり、洋楽が好

きになりました。

	・	洋楽の歌唱を通して、新しい好きな曲を見つけら

れたり、単語やフレーズについて学ぶことができ

たので楽しかった。

	・	かなり歌いやすい曲が選ばれてるので楽しいし、

単語のより自然な発音を知れるので良いと思っ

た。

	・	音楽が好きなので、音楽を楽しみながら英語が出

来てすごく楽しかった。

	・	普段授業では習わないような歌特有の表現などを

知ることが出来てとても楽しかったです。

	・	楽しいと思いながら身近なところで英語を使える

良い機会だなと思いました。自分でも授業以外で

洋楽を聞くようになったので、学習意欲が少し上

がったのではないかと思います！

	・	洋楽が聴くものから歌うものになったことが良

かった。歌詞から英語を覚えることで単語帳より

頭に入ると感じた。

	・	授業の初めのモチベーションがあがり、はじまり

に声を出すことで、残りの時間の会話が行いやす

かった

	・	歌はその言語の特徴を色濃く反映しているものだ

と思うのでその言語の事を理解するうえで大きく

役に立つと思う

	・	授業を楽しい気持ちで始められる良いコンテンツ

だと思いました。国語や数学ではできない英語な

らではのものだなと感じています。

	・	何よりも授業のはじめに音楽が聴けるのがよかっ

た。楽しい気分で授業を始めるとこができた。ま

た曲のセレクトがとてもよかったので家でも何度

も聞き、他の曲を聴くきっかけにもなった。

	・	元々洋楽が大好きなので、とても楽しく授業に取

り組むことができた。しかし、「ただ毎回歌って

終わるだけ」という反復を何度も授業の度に行う

 

 

質問１によって、約３割の生徒がこれまで洋楽を聴いてこなかったことが判明した。もし授業で扱った

ことがきっかけとなり、生徒にとっての新たな扉を開けたのであれば非常に嬉しいことである。実際に

質問４－１や質問５の項目からも分かる通り、１年間を通して約９割の生徒が洋楽を聴くことについて

肯定的な考えを持ってくれた。質問２では扱った中で良かった曲とその理由について尋ねたところ、生

徒たちはリズム感がよくテンポやメロディが心地よいものを好む傾向があることが分かった。半数近く

の生徒が One Directionの One Thingを選択しており、その理由にメロディが美しいこと、曲調が明る

いこと、テンポが速いことなどを理由に盛り上がれるといった要素を挙げていた。３割以上が選択した

Bad Dayではリズムが聞き取りやすいこと、メロディが親しみやすいことなどが書かれていた。質問４－

２でも、生徒にとって歌詞よりメロディの方が曲に対する好感度に大きな影響を持っていることを示し

ている。 

教科書に出てくる生徒向けの教材とは異なり、洋楽の歌詞を扱うことはオーセンティックな英語に触

れる良い機会である。しかし、質問３における語彙表現、特に文法の項目は他と比べて低い結果となっ

た。もちろん授業内で一部の歌詞の意味に触れることはあったが、時間の制約もあり歌詞の表現形式に

ついて授業内での学習に大いに活用できたとは言い難い。生徒の記述回答でも全体的には肯定的なもの

が多い中、この点について鋭く指摘したものも含まれていたので最後に掲載している。これについては、

洋楽の扱い方をさらに一歩前に進めていくために貴重な意見であるので今後の課題としたい。 

最後に、「授業で洋楽を歌ったことに関す

る全体的な感想を記述してください。」とい

う質問項目を用意した。生徒の記述では、全

体的に英語授業や学習そのものに対して前
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図 21 洋楽についてのアンケート結果 

図 22 洋楽を歌ったことの全体的な感想 図 20　洋楽を歌ったことの全体的な感想
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だけでは、特に大きな成長は得られないと感じ

た。歌詞に含まれる表現などを自分の中に落とし

込み、自在に使えるようになる段階まで到達しな

いと、意味は特にないと思った。

7-3．大阪観考のアンケート分析

	 大阪観考についてのアンケートをGoogle	Formsで

行った。図 21 は選択式の質問への回答である。質

問１の回答から、約 90%生徒が大阪により親しみを

持ったことが分かった。質問２、３の回答から、大

阪観考のねらいである、ありふれたものではなく独

自の視点で観光スポットを掘り出すことを多くの生

徒が実感することができたと思われる。また、大阪

観考の活動が学校の授業としての枠にとどまらず、

実生活にも応用できると実感できたことは、質問４

の回答が示唆している。

	 また、「大阪観考に取り組んだ感想、学びや気づ

きを教えてください」という問いに対する自由記

述の解答からワードクラウド（図 22）を作成した。

「知る」、「できる」、「考える」、「深い」、「楽しい」

などの言葉が生徒の語りの中で頻繁に現れていた。

そこから読み取れるのは、大阪に通学している、あ

るいは住んでいるものの、その場所について知らな

かった知識を身につけることができた。そして、観

光スポットや発表方法について深く考え、学び、そ

こから楽しさを感じ取る生徒の姿である。

　以下に生徒の記述解答の例を挙げる。

	・	大阪観考は、地元である大阪について考えさせら

れ、自分の地元についてもっと知るきっかけにな

りました。こういった機会は少ないので、とても

いい思い出となりました。

	・	観て考えてそれをガイドにする過程を経て、大阪

のことをより深く知れたと思うので、これからお

すすめスポットを聞かれた時にはこの経験を活か

して答えたい

	・	自分も住んでいるとても身近な存在である大阪だ

けれど、全然詳しく知らなくて調べたら興味深い

ことばかりだった。

	・	私は黒門市場の歴史について取り組みましたが、

実際に現地に行き商店街の方々にインタビューす

ることによってより良い観光ガイドブックを作成

することができたと思います。また他の子の発表

から大阪について自分自身もより深く学ぶことが

できました。

	・	初めはただ大阪の街の魅力を、それを知らない外

国人などに発表するものだと考えていた。しかし

実際に取り組んでみると、魅力を知らされたのは

僕たちのほうだった。僕は、「自分の住んでいる

街だから」という単純な理由から勝手に大阪の魅

力を知り尽くしていると。良い意味で勘違いして

いたことに気付かされた。授業でないと訪れるこ

とのなかったかもしれない場所にも行くことがで

図 21　大阪観考についてのアンケート結果

図 22　大阪観考の全体的な感想
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以下に生徒の記述解答の例を挙げる。 

・大阪観考は、地元である大阪について考えさせられ、自分の地元についてもっと知るきっかけになりま

した。こういった機会は少ないので、とてもいい思い出となりました。 

・観て考えてそれをガイドにする過程を経て、大阪のことをより深く知れたと思うので、これからおすす

めスポットを聞かれた時にはこの経験を活かして答えたい 

・自分も住んでいるとても身近な存在である大阪だけれど、全然詳しく知らなくて調べたら興味深いこ

とばかりだった。 

・私は黒門市場の歴史について取り組みましたが、実際に現地に行き商店街の方々にインタビューする

ことによってより良い観光ガイドブックを作成することができたと思います。また他の子の発表から大

阪について自分自身もより深く学ぶことができました。 

・初めはただ大阪の街の魅力を、それを知らない外国人などに発表するものだと考えていた。しかし実際

に取り組んでみると、魅力を知らされたのは僕たちのほうだった。僕は、「自分の住んでいる街だから」

という単純な理由から勝手に大阪の魅力を知り尽くしていると。良い意味で勘違いしていたことに気付

かされた。授業でないと訪れることのなかったかもしれない場所にも行くことができたので、とても貴

重な機会になった。 

・抹茶や着物など、体験して文化を実際に学ぶのも楽しいが、歴史からも文化の背景を深く学べることに

気づいた。海外の方に観光ガイドを作るのは、周辺の施設やアクセスの良さを考える必要があり難しか

ったが、どうやったら楽しんでもらえるのかを考えながら制作するのが楽しかった。 

 アンケートの最後に、「大阪観考の経験を、英単語１語で表してください。」という問いを設けた。 

図 25では、回答に頻出した語が中心に大きく表

れている。生徒にとって interesting discovery、

すなわち知的な冒険であったことが示唆される。

教員と生徒で「大阪観考」の意味を十分に共有で

きたこと、フィールドワークを通して本物に触

れながら活動を進めたことが生徒の心に残った

と考えられる。 

図 24 大阪観考の全体的な感想 

図 25 大阪観考の経験を、英単語１語で表してください 



大阪教育大学附属天王寺中学校・大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎

研究集録（第 66 集 2024）

－ 98 －

きたので、とても貴重な機会になった。
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とに気づいた。海外の方に観光ガイドを作るのは、

周辺の施設やアクセスの良さを考える必要があり

難しかったが、どうやったら楽しんでもらえるの

かを考えながら制作するのが楽しかった。

	 アンケートの最後に、「大阪観考の経験を、英単

語１語で表してください。」という問いを設けた。

 図 23 では、回答に頻出した語が中心に大きく表

れている。生徒にとってinteresting	 discovery、

すなわち『知的な冒険』であったことが示唆され

る。教員と生徒で「大阪観考」の意味を十分に共有

できたこと、フィールドワークを通して本物に触れ

ながら活動を進めたことが生徒の心に残ったと考え

られる。

最後に

	 教育基本法改正（2006年）第30条 2項において、

「生涯にわたり学習する基盤が培われる課題を解決

するために必要な思考力、判断力、表現力その他の

能力をはぐくみ、主体的に取り組む態度を養うこと

に、特に意を用いなければならない」ということが

明示された。学校現場では、「知識・技能、思考力・

判断力」に加え「主体性」の評価が必要になってい

る。「生きて働く知識・技能の修得」「未知の状況に

も対応できる能力」「高校での学びを人生や社会に

いかそうとする学びに向かう力」が授業立案の軸と

してある。今後の予測不可能な未来社会の中で生徒

が高等学校での学びを想起し、活躍できる生徒の育

成に教員としての責任を持ちたいとの思いで教師も

協同学習を行った成果である。
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Opportunities for Learning Through Anthentic Experience

－ To Empower Students for a Richer Life－

INUI Madoka  ・  KATO Akihiro  ・  YAMANOI Jumpei

Abstract:	 This	paper	is	a	record	by	three	English	teachers	who	taught	the	first-year	students	in	the	2023	academic	year.		
Based	on	theories	learned	from	books	and	workshops,	we	developed	an	annual	teaching	plan.		Our	teaching	
throughout the year included emphasis on pronunciation, development of emotionally engaging teaching 
materials,	respect	for	unique	expression,	and	emphasis	on	dialogue	among	students,	teachers,	and	families.		
We	scheduled	meetings	every	Monday	to	share	information	and	ideas	while	progressing	with	our	practices.

Key Words: English education, collaborative learning, Performance Task


